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第２部 担当別事業概要 
 
Ⅰ 広域調整担当 

本県の保健・医療を取り巻く環境は、県民ニーズが多様化する中で、少子高齢化の急速な進

展、生活習慣病の増加など大きく変化しています。特に昨今は、医療従事者不足等による地域医

療体制の脆弱化、新興感染症等の大規模な健康危機管理事案の発生、食に関する問題の複雑化な

ど、地域保健上の課題の専門・高度化、広域化が進んでいます。このような中で、保健所のさら

なる専門性の向上を図るとともに、管轄区域を越えた保健所相互の連携強化が必要となっていま

す。 

このため平成２２年度に、川口、春日部、狭山及び熊谷の４保健所が拠点保健所として位置づ

けられ、広域調整担当が設置されました。平成３０年４月に中核市となった川口市に保健所が開

設されましたが、南部保健所広域調整担当の担当区域は、管内の蕨市、戸田市、川口市保健所管

内の川口市及び朝霞保健所管内６市１町（朝霞市、志木市、和光市、新座市、富士見市、ふじみ

野市、三芳町）です。各拠点保健所の広域調整担当は連携して、広域的な健康危機管理体制の構

築、医事における立入検査及び指導業務に対する専門的かつ技術的な支援、各保健所の管轄区域

をまたがる広域的な連絡調整などを担っています。 

 

 

 

１ 広域的な健康危機管理機能 
（１）南部地域保健医療圏地域災害保健医療対策会議研修・訓練の開催 

 

日   時 令和４年９月１６日（金） １３：３０～１７：００ 

場   所 川口市中央ふれあい館 

参 加 者 

３０名 

南部地域保健医療地域災害保健医療調整会議（「調整会議※」）委員 

※地域災害医療コーディネーター、医師会、歯科医師会、薬剤師会、看護協

会、消防、警察、市危機管理部門、市保健衛生部門などにより構成 

内    容 

「埼玉県南部保健医療圏地域災害対策会議研修・訓練」 

 １ 座学 埼玉県の災害保健医療体制の現状／本研修の目的 

 ２ 演習 地域被害状況シミュレーション（ＤＩＧ） 

 ３ 座学 災害保健医療の受援と支援の実際 

 ４ 演習 災害時関係機関の初動・連携について（グループワーク） 

 保健所では大規模災害発生時に地域災害保健医療対策会議（「対策会議」）

を設置し、調整会議委員が対策会議委員となり対応に当たることとしている。 

 対策会議を運営できるようにするための研修及び机上訓練を実施した。 

 講師 災害医療コーディネーター さいたま赤十字病院 田口 茂正医師 他 
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（２）埼玉県南部保健医療圏地域災害保健医療調整会議の開催 
 

日   時 令和４年１０月１９日（水） 

場   所 書面開催 

参 加 者 
３０名 

埼玉県南部地域保健医療地域災害保健医療調整会議委員 

内    容 南部保健医療圏における災害時連携病院指定に係る当地域の意見照会 

 

（３）健康危機管理訓練・研修の実施 
 

日   時 令和４年１１月１６日（水） １３：３０～１６：１５ 

場   所 埼玉県産業技術総合センター ４Ａ・４Ｂ・４Ｃ会議室 

参 加 者 
３３名 

南部・川口市保健所管内の病院、南部保健所・朝霞保健所・川口市保健所 

内    容 

「現場（病棟）で考えるＢＣＰ」 

昨年度、各病院から、看護師・薬剤師・管理栄養師の３名を１チームとして 

参加いただき、様々な状況への対応方法を話し合いながら、災害時における対応

力向上を図るための机上訓練を実施した。昨年度参加した病院に対して、フォロ

ーアップ研修を実施した。 

    講師 川口市立医療センター 副院長  坂田 一美 氏 

                 元副院長  山本 雅博 氏 

  

 

（４）蕨・戸田地区保健医療協議会への参加（書面評決） 

   地域住民の健康の保持増進のために必要な諸事業の実施と調整を図ることを目的として、戸 

  田・蕨保健所が事務局になり、昭和４８年度に発足しました。事務局は平成２０年度から蕨市 

  に移管され、平成３０年度から蕨市と戸田市が２年交代で担っています。 
 

会   員 

蕨戸田市医師会、蕨戸田歯科医師会、獣医師会戸田蕨分会、蕨市地域薬剤師

会、戸田市薬剤師会、蕨市及び戸田市の保健衛生・環境・安全・教育・消防 

関係職員、南部保健所職員 

定   例 

総   会 

令和４年９月８日（木） 

新型コロナウイルス感染症の影響により書面での評決とした。 
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（５）所内職員対象の南部保健所・朝霞保健所合同通信訓練 
 

日   時 令和４年６月１０日（金）  １０：００～１１：００ 

参 加 者 所内職員（新規採用職員２名ほか） 

内   容 

 ① 防災行政無線、衛星携帯電話の通信訓練 

    相手先：朝霞保健所 

 ② 携帯発動機使用訓練 

 
（６）蕨戸田市医師会との通信訓練 
 

日   時 
令和５年２月２０日（月）  １４：３０～１４：３５ 

       〃  ２月２１日（火）  １０：３０～１１：４５ 

参 加 者 南部保健所広域調整担当・蕨戸田市医師会事務局 

内   容 

 ① 防災行政無線の通信訓練 

    相手先：蕨戸田市医師会事務局 

 ② ①で通信できなかったため再度実施し通信実施 
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２ 保健所業務の専門性強化 
 
（１）医療機関への立入検査の支援 

  ア 南部保健所管内 

    実地検査 ２病院 １有床診療所 

    書面審査 ７病院 

    新型コロナウイルス感染症の影響により実地検査は行わず、書面審査を実施しました。 

  

（２）保健所別研修の実施 

  ア 在宅医療講演会 
 

日   時 令和４年１０月２０日（木） １４：００～１６：００ 

場   所 川口駅前市民ホール「フレンディア」 

参 加 者 
４７名 

川口市・蕨市・戸田市に在勤・在住・在学の方 

内   容 

演題 「人生時会議」ってなに？ 

講師 川口市医師会長 

   金山町たたら内科院長 長江 厚 氏 

 

  イ 在宅医療研修（多職種連携の会） 
 

日   時 令和５年２月２日（木） １４：００～１６：００ 

場   所 
戸田市文化会館 ２階 展示室 

講演及びワークショップ実施した。 

参 加 者 
７６名 

川口市・蕨市・戸田市内の医師、薬剤師、看護師、介護関係職員等 

内   容 

１ 基調講演 

  「在宅医療における多職種連携の新世界」 

      講師 医療法人社団仁真会 辻川ホームクリニック院長 辻川 昭仁 氏 

 

２ ワークショップ 

  「入退院時の介護と医療の連携について」 

        参加者が４～６人のグループに分かれ、退院時における事例を通して、

退院時に必要とする情報の検討や連携時に実施できることや連携に当たっ

て今後望むこと等を検討した。終了後に代表者２名が発表し辻川医師から

講評いただいた。 

 


